
12月定例会  12月6日㈭〜 14日㈮
　町長・副町長　公金紛失により給与１ヶ月分１割減額　

議会だより議会だより議会だより
平成31年
第132号

1月27日発行
12月議会

ゆざわまち あなたと議会を結ぶ架け橋

平成
30年

ボ ッ チ ャ ！

ボッチャとは
　障がい者のためにヨー
ロッパで考案されたスポー
ツで、パラリンピックの正
式種目です。ボールを投げ
たり、転がしたり、他のボー
ルにぶつけたりして、目標
となるボールにいかに近付
けるかを競います。
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� 平成30年度 一般会計補正予算

平成
30
年度

一
般
会
計
補
正
予
算

　
12
月
6
日 

一
般
会
計
補
正
予
算
特
別
委
員
会
を
開
催

2億1,808万円を増額
総額 72億5,980万円

賛 成 全 員 で 可 決

国庫支出金　
　国保保険基盤安定負担金
　　��������������������� 100万円増
県支出金
　国保保険基盤安定負担金� 368万円増
　児童福祉費補助金������� 123万円増
寄付金
　湯沢こころのふるさと基金
　（ふるさと納税）����1億1,000万円増
町　債
　やすらぎ荘解体��������� 240万円減
　湯沢消防署訓練棟建設
　　������������������� 1,150万円減

総務費
　旧湯沢小学校消雪井戸ポンプ入替
　　��������������������� 500万円　
　ふるさと納税寄付者謝礼
　　������������������� 4,026万円増
　ポータルサイト使用料��� 110万円増
　基金積立金��������1億1,000万円増
衛生費
　子ども医療費��������� 151万円円増
　街道の湯　浴場修繕費��� 134万円増
　※病院事業会計補助金� 2,358万円増
土木費
　消雪施設改修����������� 800万円増

歳入（収入）の主なもの 歳出（支出）の主なもの

主
な
質
疑

Q

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
公
売
シ
ス
テ
ム
の

使
用
料
は
ど
の
よ
う
に
決
ま
る
の
か
。

A

落
札
額
の
３
％
を
使
用
料
と
し
て
支

払
う
こ
と
に
な
る
。

Q

旧
湯
沢
小
学
校
の
消
雪
井
戸
は
ど
こ

の
場
所
か
、
校
舎
は
冬
季
も
利
用
さ
れ
る

の
か
。

A

校
門
か
ら
玄
関
ま
で
の
消
雪
に
使
わ

れ
る
。
冬
季
間
も
体
育
館
の
利
用
は
あ
り

避
難
所
と
し
て
も
指
定
さ
れ
て
い
る
。

Q

共
同
浴
場
の
指
定
管
理
料
は
、
灯
油

の
値
上
が
り
と
売
上
の
減
少
に
よ
る
も
の

と
の
こ
と
だ
が
、
今
後
も
売
上
が
下
が
れ

ば
指
定
管
理
料
を
増
額
す
る
の
か
。

A

売
上
の
減
少
は
、
改
修
工
事
に
伴
う

街
道
の
湯
の
休
業
の
影
響
が
大
き
か
っ

た
。
指
定
管
理
協
定
に
は
、
赤
字
補
填
に

つ
い
て
の
定
め
が
あ
り
、
協
定
に
基
づ
い

て
予
算
計
上
し
た
も
の
で
あ
る
。 委員長

佐 藤 守 正

※病院事業会計の補助金について

・�恒常的な赤字から平成26年より運営費を3,000
万円増額し1億1,000万円となりました。
・平成29年は補正でさらに2,259万円増額。
・平成30年は補正で2,358万円増額。

　赤字補填については、協定に基づいて補助金を補
正しています。



議
案
・�

第
65
号

　

�

神
立
高
原
ス
キ
ー
場
土
地
賃
貸
借
契

約
の
締
結

貸
付
期
間

　

�

平
成
30
年
12
月
15
日
か
ら
平
成
31
年

3
月
31
日
ま
で

貸
付
面
積　
１
，３
０
６
，９
０
７
㎡

貸
付
金
額　
３
０
９
万
円

貸
付
先

　

�

株
式
会
社
Ｍ
Ｅ
リ
ゾ
ー
ト
湯
沢
（
神

立
高
原
ス
キ
ー
場
）

　

賛
成
全
員　
→
《
可
決
》

　
公
募
に
よ
ら
な
い
指
定
管
理
者
の
指
定
　

指
定
期
間　

��

平
成
31
年
4
月
1
日
か
ら
平
成
36
年
３
月
31
日

議
案
・
第
67
号

　

�

山
鳥
原
公
園
の
指
定
管
理
者

　
の
指
定
に
つ
い
て

　

賛
成
全
員　
→
《
可
決
》

議
案
・
第
66
号

　

�

湯
沢
病
院
ナ
ー
ス
コ
ー
ル
設
備
購
入
契
約
の
締
結

品　
　
名　
ナ
ー
ス
コ
ー
ル
設
備

数　
　
量　
一
式

購
入
金
額

　
１
，２
９
０
万
円

購
入
先

　
久
住
電
気
株
式
会
社

　

賛
成
全
員　
→
《
可
決
》

本
会
議
審
査
平
成
30
年
12
月
6
日
㈭

湯
沢
病
院
の
ナ
ー
ス
コ
ー
ル
設
備
は

経
年
劣
化
の
た
め
総
入
替
し
ま
す
。

5
千
平
米
を
超
え
る
町
有
地

の
貸
出
し
は
議
決
案
件
と
な

り
ま
す
。

議
案
・
第
68
号

　
�

湯
沢
フ
ィ
ッ
シ
ン
グ
パ
ー
ク
の
指
定
管
理
者
の
指
定

　

賛
成
全
員　
→
《
可
決
》

議
案
・
第
69
号

　

�（
中
里
）
農
山
村
開
発
セ
ン

タ
ー
の
指
定
管
理
者
の
指
定

　

賛
成
全
員　
→
《
可
決
》

中里ホタルの夕べと農山村開発センター

山鳥原公園の山鳥原茶屋

本

会

議

請
願
結
果

請
願
・
第
6
号

　

�「
30
人
以
下
学
級
実
現
、
義
務
教

育
費
国
庫
負
担
制
度
２
分
の
１
復

元
に
係
る
意
見
書
」
の
採
択
を
求

め
る
請
願

　

賛
成
全
員　
→
《
採
択
》

請
願
・
第
5
号

　

�「
消
費
税
増
税
中
止
を
求
め
る
意

見
書
」
の
提
出

　
賛
成
討
論　
佐
藤
守
正

　
反
対
討
論　
岸
野
雅
人

　

賛
成
少
数　
→
《
不
採
択
》

　
賛
成
者

　
髙
橋
政
喜
、
角
谷　

勉
、

　
田
村
計
久
、
佐
藤
守
正

　
反
対
者

　
並
木
利
彦
、
髙
橋
五
輪
夫
、

　
岸
野
雅
人
、
白
井
孝
雄
、

　
関　

忠
夫
、
宮
田
眞
理
子
、

　
師
田　

保

12月14日㈮�
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本会議審査／本会議請願結果



　
町
長
、
副
町
長
給
与
一
ヶ
月
分
一
割
減
額

議
案
・�

湯
沢
町
常
勤
特
別
職
の
職
員
に
対
す
る
給
与
条
例
の
一
部

改
正

　
８
月
15
日
公
金
紛
失
の
監
督
責
任
を
と
り
減
給
す
る
も
の
。
町

長
・
副
町
長
と
も
１
月
分
の
給
料
１
割
減
額
。
過
去
の
事
案
も
鑑

み
本
提
案
と
な
っ
た
。

Q

そ
の
後
の
進
展
は
。

A

被
害
届
を
出
し
た
以
後
捜
査
中
。
進
展
な
し
。

Q

提
案
は
自
発
的
か
。

A

町
長
自
ら
の
意
思
に
よ
る
も
の
。

　

賛
成
多
数　
→
《
可
決
す
べ
き
》

　
若
年
者
職
員
の
給
与
微
増

議
案
・�

湯
沢
町
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

　
人
事
院
勧
告
に
よ
る
国
の
改
正
に
倣
い
、
４
月
に
遡
っ
て
改
め

る
も
の
。

　

賛
成
全
員　
→
《
可
決
す
べ
き
》

請
願
・
30
人
以
下
学
級
実
現
、
義
務
教
育

　
　
　

�

費
国
庫
負
担
制
度
２
分
の
１
復
元
に
係
る
意
見
書

　

賛
成
全
員　
→
《
可
決
す
べ
き
》

総
務
文
教
常
任
委
員
会

�

委
員
長　
岸
野
雅
人

Q

支
払
準
備
基
金
は
国
保
税
の
軽
減
の
た
め
か
。

A

国
保
税
の
急
激
な
増
加
を
緩
和
す
る
た
め
。

Q

国
保
税
を
集
め
る
の
は
自
治
事
務
な
の
に
、
県
の
指
針
に
従

わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
か
。

A

国
民
健
康
保
険
を
安
定
的
に
運
営
し
て
い
く
た
め
に
、
県
も

保
険
者
と
な
っ
て
財
政
基
盤
の
強
化
を
図
っ
て
い
る
。
自
治
体
も

入
っ
た
国
保
連
携
会
議
で
決
め
る
も
の
で
、
湯
沢
町
だ
け
か
基
金

か
ら
の
繰
り
入
れ
で
保
険
税
を
下
げ
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
そ
の

他
繰
入
れ
は
保
健
事
業
に
充
て
ら
れ
て
い
る
。

　

賛
成
全
員　
→
《
可
決
す
べ
き
》

生
活
福
祉
常
任
委
員
会�

委
員
長　

宮
田
眞
理
子

開
会
中
の
常
任
委
員
会
審
査 

12
月
6
日
㈭�

議案・平成30年度国民健康保険特別会計補正予算

701万円増えて 総額9億8,940万円
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� 開会中の常任委員会審査／議会活動日誌

議
会
活
動
日
誌

10
月
３
日　
湯
沢
認
定
こ
ど
も
園　
運
動
会

　
　
４
日　
湯
沢
町
戦
没
者
慰
霊
祭（
瑞
祥
庵
）

　
　
５
日　

�

南
魚
沼
市
消
防
審
議
会（
湯
沢
町
）

　
　
９
日　
町
村
議
会
広
報
研
修
会（
東
京
）

　
　
　
　
　
議
会
広
報
常
任
委
員
会

　
　
　
　
　

�

職
業
訓
練
法
人　
南
魚
沼
職
業
能
力

開
発
運
営
協
会
理
事
会
並
び
に
代
議

員
会（
南
魚
沼
市
）

　
　
10
日　

�

群
馬
県
桐
生
市
議
会
行
政
視
察
対
応

　
　
11
日　

�

国
道
３
５
３
号
県
境
開
設
促
進
協
議

会　
監
査

　
　
　
　
　

�

十
日
町
市
議
会
総
務
文
教
常
任
委
員

会
行
政
視
察
対
応

　
　
12
日　
湯
沢
町
高
齢
者
福
祉
大
会

　
　
　
　
　

�

石
川
県
町
村
議
会
議
長
会
行
政
視
察

対
応

　
　
15
日　
第
28
回
湯
沢
町
民
ゴ
ル
フ
大
会

　
　
16
日　
議
会
広
報
常
任
委
員
会

　
　
　
　
　

�

山
梨
県
北
杜
市
議
会
行
政
視
察
対
応

　
　
17
日　

�

和
歌
山
県
白
浜
町
議
会
行
政
視
察
対

応

　
　
18
日　

�

新
潟
県
町
村
議
会
議
員
全
員
後
期
研

修
会（
新
潟
県
自
治
会
館
）

　
　
19
日　
議
会
広
報
常
任
委
員
会

　
　
21
日　
こ
ら
っ
し
ゃ
い
湯
沢
収
穫
祭

　
　
　
　
　
都
道
府
県
会
長
会（
東
京
）

　
　
24
日　
京
丹
後
市
議
会
行
政
視
察
対
応

　
　
25
日　

�

国
道
３
５
３
号
県
境
開
設
促
進
協
議

会　
総
会（
湯
沢
町
）

　
　
26
日　

�

湯
沢
町
・
津
南
町
議
会
議
員
意
見
交

換
会（
湯
沢
町
）

　
　
27
日　

�

湯
沢
町
教
育
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

　
　
29
日　

�

魚
沼
地
域
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
組

合
議
会

　
　
30
日　

�

魚
沼
地
域
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
組

合
例
月
監
査（
八
色
園
）

一般会計繰入金
　内訳
　保険基盤安定繰入金�������� 625万円増
　職員給与費等繰入金��������� 15万円増
　財政安定化支援事業繰入金� 53万円増
　特定健康診査繰入金　���������8万円　
※�国民健康保険支払準備基金積立金
　年度末残高見込���������� 7,496万円増

一般管理費������������������� 15万円増
　特定健康診査等事業費���������8万円増
　支払準備基金積立金�������� 678万円増

歳
入
予
算

歳
出
予
算



年
施
行
の
こ
の
条
例
は
、
か
な
り

古
く
見
直
し
を
す
る
べ
き
。

A

減
免
措
置
対
象
者
は
、
障
が

い
者
や
町
内
の
学
校
な
ど
で
あ
る
。

こ
の
条
例
は
多
く
の
見
直
し
を
し

て
き
た
。
減
免
対
象
者
の
条
例
へ

の
明
文
化
は
今
後
の
研
究
課
題
。

　

賛
成
多
数

　
　
　
→
《
可
決
す
べ
き
》

議
案
・�

平
成
30
年
度
病
院
事
業
会
計
補
正
予
算　

　
平
成
29
年
度
の
湯
沢
病
院
の
赤
字
額
２
，
３
５
８
万
円
を
管
理

協
定
に
基
づ
き
町
が
補
填
す
る
。

　
一
般
会
計
か
ら
の
補
助
金
、
職
員
の
人
件
費
、
病
院
の
施
設
の

修
繕
等
に
要
す
る
経
費
を
補
正
し
、
補
助
金
額
を
、
２
億
５
，２

０
５
万
円
か
ら
２
億
７
，５
６
３
万
円
に
改
め
る
。

Q

病
院
の
赤
字
に
つ
い
て
、
会
計
を
扱
う
側
と
し
て
ど
の
よ
う

に
考
え
て
い
る
か
。

A

赤
字
の
主
な
要
因
は
、
医
師
確
保
の
た
め
に
必
要
と
な
る
人

件
費
が
増
加
、
24
時
間
３
６
５
日
の
診
療
を
継
続
し
て
い
く
た
め

に
は
医
師
の
確
保
が
必
要
。

　

賛
成
全
員　
→
《
可
決
す
べ
き
》

請
願
・�「
消
費
税
増
税
中
止
を
求
め
る
意
見
書
」
の
提
出

　
住
民
の
暮
ら
し
、
地
域
経
済
、
地
方
自
治
体
に
深
刻
な
打
撃
を

与
え
る
消
費
税
増
税
の
中
止
を
強
く
求
め
る
。

Q

税
金
は
上
げ
て
欲
し
く
な
い
と
は
思
う
が
10
％
に
向
け
て
町

内
で
商
売
を
し
て
い
る
人
た
ち
は
お
金
を
か
け
て
準
備
を
し
て
い

る
。
タ
イ
ミ
ン
グ
的
に
遅
す
ぎ
る
と
思
う
。

A

タ
イ
ミ
ン
グ
や
一
時
的
に
お
金
を
か
け
て
し
ま
っ
て
い
る
か

ら
と
い
っ
て
、
増
税
し
て
い
い
と
い
う
こ
と
に
は
な
ら
な
い
。

　

賛
成
多
数　
→
《
可
決
す
べ
き
》

議
案
・�

大
源
太
キ
ャ
ニ
オ
ン
青
少
年
旅
行
村
条
例
の
一
部
改
正

　
青
少
年
旅
行
村
の
利
用
区
分
の
追
加
と
料
金
の
見
直
し
を
す
る

条
例
の
改
正
。
利
用
区
分
で
新
た
に
貸
切
り
使
用
料
を
新
設
。
宿

泊
入
場
料
・
日
帰
り
入
場
料
・
区
画
使
用
料
の
最
高
額
の
見
直
し
。

Q

町
長
の
定
め
る
基
準
に
よ
る
利
用
料
の
減
額
、
免
除
と
は
ど

の
よ
う
な
場
合
か
。
条
例
で
明
記
す
べ
き
で
は
な
い
か
。
昭
和
48

産
業
建
設
常
任
委
員
会�

委
員
長　

田
村
計
久

　

賛
成
多
数　
→
《
可
決
す
べ
き
》

議
案
・�

平
成
30
年
度
水
道
企
業
会
計
補
正
予
算

　
予
算
第
３
条
に
定
め
た
収
益
的
支
出
の
予
定
額
を
、
事
業
費
用

で
２
２
９
万
円
を
補
正
し
、
予
算
第
７
条
に
定
め
た
経
費
の
金
額

を
、
職
員
給
与
費
で
１
７
０
万
円
減
額
す
る
も
の
。

　

賛
成
多
数　
→
《
可
決
す
べ
き
》

大源太キャニオン
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開会中の常任委員会審査

　
　
31
日　
総
務
文
教
常
任
委
員
会

　
　
　
　
　
生
活
福
祉
常
任
委
員
会

11
月
1
〜
2
日

　
　
　
　
　

�

町
村
監
査
委
員
全
国
研
修
会（
東
京
）

　
　
3
日　

�

湯
沢
町
ふ
れ
あ
い
福
祉
健
康
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル

　
　
6
日　

�

産
業
建
設
常
任
委
員
会
視
察
研
修

（
出
雲
崎
町
・
弥
彦
村
）

　
　
7
日　

�

新
潟
県
町
村
自
治
に
関
す
る
研
修
会

（
新
潟
市
）

　
　
　
　
　

�

町
村
長
と
町
村
議
長
の
意
見
交
換
会

　
　
12
日　
青
少
年
問
題
協
議
会

　
　
14
日　
第
9
回
議
員
全
員
協
議
会

　
　
19
日　

�

一
般
国
道
17
号
湯
沢
南
魚
沼
道
路
整

備
促
進
期
成
同
盟
会 

要
望
会（
新

潟
市
）

　
　
21
日　
湯
沢
町
都
市
計
画
審
議
会

　
　
26
日　
産
業
建
設
常
任
委
員
会

　
　
29
日　

�

阿
賀
町
議
会 

議
会
運
営
委
員
会
行

政
視
察
対
応

　
　
　
　
　

�

魚
沼
地
域
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
組

合
例
月
監
査（
八
色
園
）

　
　
　
　
　

�

湯
沢
町
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
と
懇
談

会

　
　
30
日　

�

あ
り
が
と
う
湯
沢・感
謝
の
集
い（
東

京
）

12
月
3
日　
議
会
運
営
委
員
会

　
　
　
　
　
議
会
広
報
常
任
委
員
会

　
　
　
　
　

�

湯
沢
学
園
生
徒
海
外
派
遣
事
業
報
告

会

6
〜
14
日　
第
6
回
定
例
会（
9
日
間
）

　
　
13
日　

�

湯
沢
高
原
ス
キ
ー
場
安
全
祈
願
祭

　
　
18
日　
地
下
水
対
策
委
員
会　
　

　
　
19
日　

�

湯
沢
町
議
会
議
員
と
オ
ー
ル
ユ
ー
ス

会
議
と
の
意
見
交
換
会

　
　
20
日　
湯
沢
交
番
開
所
式

　
　
　
　
　

�

魚
沼
地
域
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
組

合　
例
月
監
査（
八
色
園
）

公共下水道事業補助金
　����������������� 1,262万円減
公共下水道事業債��� 1,190万円減

一般管理費��������� 2,203万円増
建設費������������� 2,754万円減
処理場管理費��������� 309万円増
利子����������������� 228万円減

歳
入
予
算

歳
出
予
算

議案・平成30年度下水道特別会計補正予算
2,452万円減って 

総額10億9,850万円



9
月
20
日
㈭

▼�

全
国
学
力
学
習
状
況
調
査
（
子
育
て
教
育
部
）

　
資
料
は
非
公
開
で
説
明
後
回
収
。
他
事
な
が
ら
、
肥
満

児
童
は
極
め
て
少
な
い
。

▼
児
童
ク
ラ
ブ
の
現
状
（
子
育
て
教
育
部
）

　
施
設
と
人
員
の
点
で
も
う
目
一
杯
。
今
後
、『
入
所
待

ち
学
童
』
が
現
れ
そ
う
で
す
。

▼
童
画
美
術
館
建
設
（
子
育
て
教
育
部
）

　
８
月
末
の
意
見
公
聴
会
は
、
素
案
は
な
し
で
「
忌
憚
の

な
い
ご
意
見
を
」
だ
っ
た
そ
う
で
す
。
今
後
、
町
民
か
ら

の
意
見
募
集
。

▼
公
民
館
の
外
部
委
託
（
子
育
て
教
育
部
）

　
公
共
性
・
公
平
性
に
よ
り
、
す
べ
き
仕
事
が
明
ら
か
に

な
っ
て
か
ら
の
お
話
し
。

▼
十
日
町
市
と
の
境
界
問
題
（
総
務
部
）

　
平
成
２
年
の
中
里
村
と
の
交
渉
以
降
の
経
緯
の
ま
と
め

と
、
湯
沢
町
と
十
日
町
市
の
各
主
張
、
今
後
想
定
さ
れ
る

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
な
ど
。

　
古
く
か
ら
の
歴
史
的
な
経
緯
か
ら
、
湯
沢
町
の
主
張
は

理
解
さ
れ
ま
し
た
。

▼�

情
報
化
関
係
業
務
の
総
合
委
託
（
総
務
部
）

　
情
報
シ
ス
テ
ム
の
、
調
達
・
契
約
・
保
守
等
の
業
務
は
、

小
さ
な
自
治
体
で
は
人
的
・
能
力
的
に
限
界
が
あ
り
ま
す
。

今
後
を
考
え
、
委
託
可
能
な
シ
ス
テ
ム
の
調
達
と
運
用
を
、

総
合
的
に
専
門
業
者
に
委
託
し
よ
う
と
す
る
計
画
で
す
。

▼
湯
沢
高
原
の
決
算
（
総
務
部
）

　
天
候
に
左
右
さ
れ
、
入
込
み
・
売
上
げ
と
も
に
落
ち
ま

し
た
が
、
約
９
５
３
万
円
の
地
代
の
他
、
施
設
使
用
料
約

９
７
１
万
円
（
平
成
29
年
度
は
約
６
７
１
万
円
）

を
頂
き
ま
す
。

▼�

現
可
燃
ゴ
ミ
処
理
施
設
の
機
能
低
下
と
新
ご
み
処

理
施
設
建
設
（
産
業
観
光
部
）

　
現
施
設
に
機
能
低
下
が
見
ら
れ
、
修
理
完
了
ま
で
の
間
、

他
自
治
体
施
設
に
一
部
の
処
理
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。

　
新
施
設
建
設
候
補
地
周
辺
で
の
２
巡
目
の
説
明
会
が
10

月
中
旬
以
降
に
始
ま
り
ま
す
。

▼�

Ｆ
Ｉ
Ｓ
ア
ル
ペ
ン
ス
キ
ー
Ｗ
杯
２
０
２
０�（
総
務
部
）

　
大
会
名
は
『
に
い
が
た
湯
沢
苗
場
大
会
』
に
決
定
。

11
月
14
日
㈬

▼�
㈱
マ
ッ
ク
ア
ー
ス（
神
立
高
原
）
分
社
化�（
総
務
部
）

　
神
立
高
原
ス
キ
ー
場
を
単
独
の
会
社
が
運
営
。
新
た
な

投
資
に
向
け
て
パ
ー
ト
ナ
ー
を
募
集
中
。

▼�

湯
沢
駅
東
口
へ
の
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
設
置
（
総
務
部
）

　
Ｊ
Ｒ
東
日
本
と
交
渉
を
重
ね
て
き
ま
し
た
が
、
湯
沢
町

が
事
業
主
体
と
な
っ
て
設
置
す
る
し
か
な
い
情
勢
。
で
も

工
事
委
託
は
Ｊ
Ｒ
東
日
本
へ
。
国
の
補
助
も
含
め
、
模
索

と
交
渉
で
す
。

※�

Ｊ
Ｒ
東
日
本
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
の
条
件
に
は
該
当
せ

ず
。

▼�

湯
沢
駅
東
口
広
場
の
運
用
変
更
（
地
域
整
備
部
）

　
Ｃ
ｏ
Ｃ
ｏ
Ｌ
ｏ
湯
沢
と
が
ん
ぎ
ど
お
り
の
駐
車
待
ち
で
、

一
般
送
迎
車
の
ロ
ー
タ
リ
ー
機
能
が
損
な
わ
れ
て
い
る
こ

と
へ
の
対
策
。
全
体
の
運
用
を
見
直
し
、
区
画
線
の
引
き

直
し
な
ど
を
行
う
方
針
。
西
口
改
修
の
反
省
も
あ
り
、
検

討
会
議
を
立
ち
上
げ
ま
す
。

　
西
口
改
修
へ
の
要
望
も
出
ま
し
た
。

▼
福
祉
バ
ス
（
健
康
福
祉
部
）

　
福
祉
バ
ス
利
用
者
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
し
ま
す
。

　
福
祉
バ
ス
を
廃
止
し
て
路
線
バ
ス
を
利
用
し
よ
う
と
い

う
計
画
は
、
町
長
が
福
祉
バ
ス
に
乗
車
し
て
み
て
断
念
し

ま
し
た
。

▼�

穴
沢
河
川
公
園
の
オ
ー
プ
ン
化
事
業
者
募
集

▼�

31
年
度
地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
受
入
れ
団
体
募
集

12
月
14
日
㈮

▼
童
画
美
術
館
建
設
（
子
育
て
教
育
部
）

　
募
集
意
見
（
４
者
か
ら
５
件
）
の
中
間
報
告
。

　
『
大
き
な
箱
も
の
建
設
に
は
絶
対
反
対
』
や
、
神
奈
川

県
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
か
ら
の
提
案
書
ま
で
、
様
々
な
意
見
が

寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。
年
度
内
に
は
、
町
長
か
ら
何
ら
か
の

案
が
示
さ
れ
ま
す
。

▼
公
民
館
の
外
部
委
託
（
子
育
て
教
育
部
）

　
湯
沢
町
公
民
館
の
①
施
設
管
理
、
②
備
品
管
理
、
③
貸

館
、
④
図
書
室
の
各
業
務
と
、
他
に
も
業
務
を
外
部
委
託

で
き
な
い
か
、
検
討
中
。

▼�

全
国
中
学
校
ス
キ
ー
大
会
（
子
育
て
教
育
部
）

　
競
技
は
２
月
５
〜
７
日
。
４
種
目
に
延
べ
８
０
０
名
の

参
加
申
込
み
。
協
賛
金
・
賛
助
金
は
２
８
件
、
１
３
３
万

円
。
手
続
き
を
進
め
、
歓
迎
気
運
醸
成
も
。

▼
布
場
ス
キ
ー
場
（
総
務
部
）

　
《
湯
沢
高
原
㈱
と
日
本
ケ
ー
ブ
ル
㈱
か
ら
の
提
案
》

　
『
湯
沢
高
原
㈱
と
し
て
は
、
存
続
の
声
が
あ
る
中
、
地

域
へ
の
協
力
も
含
め
布
場
エ
リ
ア
の
利
活
用
を
検
討
し
て

い
る
』

議

員

全

員

協

議

会
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11
月
19
日
、
以

上
の
提
案
が
あ
り
、

実
際
の
運
営
は

（
施
設
使
用
料
の

こ
と
も
あ
り
）
湯

沢
高
原
㈱
と
は
別

の
会
社
が
す
る
予

定
。

　
こ
の
春
ま
で
営

業
し
町
が
リ
フ
ト

を
撤
去
。
日
本

ケ
ー
ブ
ル
㈱
側
が

地
主
と
契
約
し
、

何
ら
か
の
施
設
整

備
を
し
た
上
で
営

業
さ
れ
る
よ
う
で

す
が
、
詳
細
は
不

明
。
そ
の
後
、
町
は
雪
崩
対
策
を
し
な
が
ら
、
町
有
地
を

貸
し
付
け
る
こ
と
に
な
る
よ
う
で
す
。

▼�

立
地
適
正
化
計
画
の
検
討
（
地
域
整
備
部
）

　
立
地
適
正
化
計
画
と
は
、
市
町
村
が
コ
ン
パ
ク
ト
な
ま

ち
づ
く
り
の
た
め
に
策
定
す
る
計
画
で
す
。

　
２
０
２
０
年
３
月
ま
で
の
策
定
・
公
表
を
目
指
し
て
、

都
市
計
画
審
議
会
で
の
検
討
が
進
行
中
。
そ
の
後
に
都
市

マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
の
改
定
で
す
。

▼�

東
口
広
場
検
討
会
議
、
議
会
の
委
員
を
選
出

　
議
長
一
任
で
議
員
３
人
を
指
名
。

　
並
木
利
彦
、

　
髙
橋
五
輪
夫
、

　
岸
野
雅
人
。

湯沢高原㈱が、布場エリアの利活用を検討。
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議員全員協議会／議員評決結果報告�

提　
出　
者

議　　　　案　　　　名

採
決
結
果

並
木
利
彦

髙
橋
政
喜

髙
橋
五
輪
夫

岸
野
雅
人

角
谷　

勉

白
井
孝
雄

関　

忠
夫

宮
田
眞
理
子

田
村
計
久

佐
藤
守
正

師
田　

保

12　
月　
定　
例　
会

町
長
提
出

湯沢町常勤特別職の職員に対する給与条例の一部改正 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

湯沢町職員の給与に関する条例の一部改正 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

湯沢町税条例の一部改正 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

大源太キャニオン青少年旅行村条例の一部改正 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

土地賃貸借契約の締結 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

ナースコール設備購入契約の締結 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

山鳥原公園の指定管理者の指定 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

湯沢町新内水面振興対策事業施設の指定管理者の指定 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

湯沢町農山村開発総合センターの指定管理者の指定 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

平成30年度一般会計補正予算（第8号） 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

平成30年度国民健康保険特別会計補正予算（第2号） 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

平成30年度介護保険特別会計補正予算（第3号） 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

平成30年度下水道特別会計補正予算（第2号） 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

平成30年度水道事業会計補正予算（第3号） 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

平成30年度病院事業会計補正予算（第1号） 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

請
願
等

国に対し「消費税増税中止を求める意見書」の提出 可 × ○ × × ○ × × × ○ ○ ×

30人以下学級実現、義務教育費国庫負担制度2分の1復元に
係る意見書の採択 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議
会
提
出

湯沢町議会傍聴規則の一部改正 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

30人以下学級実現、義務教育費国庫負担制度2分の1復元に
係る意見書 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

平成30年12月定例会議 員 表 決 果結 報 告
◦採決結果の記載方法（可＝賛成多数で可決・採択等の場合：否＝賛成少数で否決・不採択等の場合）
・表決結果の記載方法（議員個々の賛否：賛成＝○・反対＝×・欠席＝欠）：議長は採決に参加できません



髙　
橋　
五
輪
夫　

������������������������������������������������� 

9

　
観
光
産
業
の
経
済
波
及
効
果
が
地
域
に
及
ぼ
す
影
響
を
調
べ
、

町
の
政
策
に
活
か
す
べ
き

田　
村　
計　
久　

������������������������������������������������� 

10

　
増
え
続
け
る
児
童
ク
ラ
ブ
の
入
所
希
望
者
、
今
後
の
対
応
は

髙　
橋　
政　
喜　

������������������������������������������������� 

11

　
福
祉
バ
ス
は
路
線
バ
ス
利
用
に
切
り
替
え
る
の
か

佐　
藤　
守　
正　

������������������������������������������������� 

12

　
国
民
健
康
保
険
税
の
均
等
割
に
配
慮
を

関　
　
　
忠　
夫　

������������������������������������������������� 

13

　
駅
周
辺
の
整
備
事
業
と
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
取
組
に
つ
い
て

並　
木　
利　
彦　

������������������������������������������������� 

14

　

�

東
口
ロ
ー
タ
リ
ー
改
修
事
業
の
素
案
は
、
西
口
の
不
評
を
鑑
み
て
、

　
配
慮
に
欠
け
た
も
の
だ
と
は
思
わ
な
い
か

宮　
田　
眞
理
子　

������������������������������������������������� 

15

　
布
場
「
ス
キ
イ
場
」
に
つ
い
て
の
認
識
は

岸　
野　
雅　
人　

������������������������������������������������� 

16

　
請
願
〝
駅
か
ら
遠
い
高
校
生
家
庭
へ
の
通
学
費
助
成
〟
へ
の
対
応
は

角　
谷　
　
　
勉　

������������������������������������������������� 

17

　
来
年
度
の
税
収
見
込
み
、
予
算
規
模
、
重
点
施
策
、
新
規
事
業
の
町
長
の
考
え
は

白　
井　
孝　
雄　

������������������������������������������������� 

18

　
森
林
の
整
備
に
力
を
入
れ
て
は

師　
田　
　
　
保　

������������������������������������������������� 

19

　
ド
ラ
ゴ
ン
ド
ラ
の
ア
ク
セ
ス
道
路
「
町
道
赤
湯
線
」
全
線
拡
幅
整
備
の
早
期
完
了
を

南　
雲　
　
　
正　

������������������������������������������������� 

20

　
ジ
ャ
パ
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム
ア
ワ
ー
ド
大
賞
を
受
賞
し
た
雪
国
観
光
圏
の
地
域
理
解
を

町
政
を
問
う

　
　 
12
月
定
例
会
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県内のシンクタンクや大学との
連携も視野に入れて検討したい

観光産業の経済波及効果が地域に及ぼす
影響を調べ、町の政策に活かすべき

髙
た か

　橋
は し

　五
い

輪
わ

夫
お
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質問
客
観
的
な
デ
ー
タ
に
基
づ

き
、
自
ら
の
地
域
の
現
状

と
課
題
を
把
握
し
、
そ
の
特
性
に

即
し
た
地
域
課
題
を
抽
出
し
て

「
総
合
戦
略
」
を
立
案
す
る
こ
と

が
重
要
だ
と
考
え
る
。
Ｒ
Ｅ
Ｓ
Ａ

Ｓ
※
で
も
あ
る
程
度
の
お
金
の
動

き
や
近
隣
市
町
に
波
及
す
る
経
済

効
果
を
可
視
化
は
で
き
る
が
、
湯

沢
町
独
自
の
産
業
連
関
表
※
を
作

成
す
れ
ば
さ
ら
に
正
確
な
地
域
経

済
を
把
握
で
き
、
行
政
の
政
策
戦

略
に
役
立
て
る
こ
と
が
で
き
る
と

考
え
る
が
い
か
が
か
。

答弁
町
の
実
情
・
実
態
に
合
わ

せ
て
検
討
を
し
て
い
き
た

い
。

　
ニ
セ
コ
も
２
０
１
０
年
に
産
業

連
関
表
を
作
り
町
の
経
済
の
動
き

を
見
え
る
化
し
た
こ
と
で
実
態
が

見
え
た
と
い
う
分
析
結
果
も
承
知

し
て
い
る
。

　
高
橋
議
員
か
ら
い
つ
も
言
わ
れ

る
デ
ー
タ
の
大
切
さ
は
十
分
に
理

解
し
て
い
る
。

　
湯
沢
町
は
新
幹
線
通
勤
な
ど
を

生
か
し
住
ん
で
も
ら
え
る
町
つ
く

り
を
推
進
し
て
い
き
た
い
。

※“ＲＥＳＡＳ”（リーサス）とは
　経済産業省が開発を行い政府が公開し
ている「地域経済分析システム」。
　インターネットで公開され、誰でも調
べることができます。
　「ビッグデータを活用した地域経済の見
える化システム」は英語表記の頭文字を
取って、“ＲＥＳＡＳ”（リーサス）と言
われています。

※産業連関表とは
　産業ごとに、どの産業からどれだけ原
料等を入手し、賃金等を払っているか
どの産業に向けて製品を販売しているか
をみることができ、経済構造の把握、生
産波及効果の計算などに利用されます。
　産業連関表を使用した分析例としては
例えば観光客が湯沢でお金を使うと、観
光業の売上が増えます。さらに、食事の
材料やお土産などを消費することによっ
てこれらの産業の売上と利益が増えます。
利益を得た産業の従業員の給与も上が
ることから、その従業員の消費も増え
ます…　といったような分析もできます。
そうした意味で、産業連関表は経済全体
像を見ることができます。

国内のどこから湯沢町を訪れたのかもリーサスでは可視化できます。
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ニーズ調査の結果などから
学園内でできないか検討したい

Q
公
金
の
着
服
、
紛
失
と

障
が
い
者
雇
用
率
の
算
定
問
題

な
ぜ
広
報
ゆ
ざ
わ
で
情
報
開
示
な
い
の
か

質問
定
員
40
名
程
度
と
し
１
年

生
か
ら
６
年
生
を
募
集
し

た
が
、
低
学
年
優
先
な
ど
入
所
制

限
に
よ
り
希
望
に
沿
え
て
い
な
い
。

現
在
の
社
会
ニ
ー
ズ
に
そ
ぐ
わ
な

い
の
で
は
な
い
か
。

答弁
募
集
が
１
年
か
ら
６
年
生

に
拡
大
し
た
こ
と
も
あ
り
、

近
年
大
幅
に
入
所
希
望
が
増
え
て

い
る
。
現
在
は
最
大
で
60
名
が
限

度
で
あ
り
、
12
月
16
日
の
入
所
締

め
切
り
を
見
て
今
後
の
判
断
を
し

た
い
。

質問
不
規
則
な
就
労
体
制
で
支

援
員
や
補
助
員
の
確
保
に

管
理
者
は
苦
労
し
て
い
る
。
児
童

の
発
達
過
程
を
ふ
ま
え
た
育
成
に

は
支
援
員
の
役
割
は
重
要
で
あ
る
。

支
障
が
な
い
よ
う
に
町
の
支
援
が

必
要
だ
が
。

答弁
現
場
か
ら
人
員
確
保
に
つ

い
て
は
聞
い
て
い
る
。
社

会
福
祉
協
議
会
か
ら
も
４
名
が
研

修
に
参
加
し
今
後
に
備
え
て
い
る

が
、
な
に
よ
り
人
手
不
足
の
中
、

労
働
環
境
を
確
立
す
る
こ
と
が
大

切
で
あ
り
、
現
場
と
協
力
し
て
対

応
し
て
い
く
。

質問
開
設
３
年
で
今
の
状
況
は

問
題
。
建
設
時
に
ど
の
よ

う
な
検
討
し
た
の
か
。
働
く
人
の

子
育
て
支
援
は
重
要
な
政
策
、
施

設
の
面
積
、
設
置
場
所
な
ど
再
検

討
が
必
要
で
は
な
い
か
。

答弁
平
成
23
年
に
は
入
所
児
童

数
も
少
な
く
40
人
程
度
を

想
定
。
25
年
ご
ろ
か
ら
徐
々
に
増

え
て
き
た
。
現
在
行
っ
て
い
る
子

育
て
ニ
ー
ズ
調
査
の
結
果
な
ど
を

ふ
ま
え
、
場
所
の
移
動
・
ユ
ニ
ッ

ト
の
増
な
ど
を
学
園
内
で
で
き
な

い
か
検
討
し
た
い
。

質問
入
浴
料
の
着
服
事
案
が
報

告
さ
れ
て
か
ら
１
年
、
何

の
報
告
も
な
い
。
８
月
に
発
生
し

た
公
金
の
紛
失
事
件
。
こ
れ
ら
の

詳
細
と
今
後
の
対
策
、
対
応
、
処

理
は
。

　
障
が
い
者
雇
用
率
の
算
定
、
実

際
は
０
パ
ー
セ
ン
ト
で
あ
り
、
町

の
唱
え
る
障
が
い
者
支
援
対
策
の

取
り
組
み
に
対
し
疑
問
を
持
た
ざ

る
を
得
な
い
。
新
聞
報
道
に
は
あ

る
が
、
３
件
に
つ
い
て
経
過
と
今

後
の
取
り
組
み
な
ど
４
か
月
た
っ

て
町
民
へ
の
説
明
責
任
は
ど
う
す

る
。答弁

入
浴
料
の
着
服
に
つ
い
て

は
不
起
訴
と
な
り
厳
重
注

意
、
事
業
者
か
ら
弁
済
、
監
視
カ

メ
ラ
の
設
置
な
ど
対
処
し
た
。
公

金
の
扱
い
に
つ
い
て
監
視
と
指
導

を
徹
底
す
る
。

　
公
金
紛
失
に
つ
い
て
も
あ
っ
て

は
な
ら
な
い
事
案
で
現
在
も
警
察

で
捜
査
中
。
職
員
に
対
し
て
マ

ニ
ュ
ア
ル
の
確
認
、
10
月
12
日
に

慣
例
に
従
い
該
当
者
を
処
分
。
12

月
に
町
長
、
副
町
長
を
減
給
処
分

し
た
。

　
障
が
い
者
雇
用
率
の
算
定
に
つ

い
て
は
、
意
図
的
で
は
な
か
っ
た

対
象
者
に
は
お
詫
び
し
、
今
後
は

職
員
採
用
に
努
め
る
と
と
も
に
、

３
事
案
に
つ
い
て
広
報
で
の
掲
載

を
検
討
す
る
。

増え続ける児童クラブの
入所希望者、今後の対応は

田
た

　村
む ら

　計
か ず

　久
ひ さ

放課後児童クラブ

公金紛失後に設置されたカメラ
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利用者の生の声、福祉バスの
愛着を感じ（福祉バス）継続

福祉バスは路線バス利用に
切り替えるのか
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質問
平
成
30
年
３
月
定
例
会
の

施
政
方
針
で
、
福
祉
バ
ス

の
在
り
方
を
見
直
し
、
路
線
バ
ス

活
用
し
た
方
式
へ
の
転
換
を
検
討
。

代
表
質
問
で
「
福
祉
バ
ス
か
ら
路

線
バ
ス
に
切
り
替
え
る
の
か
」
の

質
問
に
対
し
「
福
祉
バ
ス
は
利
用

者
の
固
定
化
傾
向
」
が
あ
り
、
利

用
料
金
の
無
料
化
を
含
め
事
業
者

と
協
議
中
、
実
現
し
た
場
合
福
祉

バ
ス
は
廃
止
。
と
の
方
針
で
あ
っ

た
が
、
な
ぜ
事
前
調
査
を
し
な

か
っ
た
の
か
。
ま
た
福
祉
バ
ス
を

続
け
た
く
な
っ
た
理
由
は
何
か
。

答弁
福
祉
バ
ス
見
直
し
は
施
政

方
針
で
述
べ
た
こ
と
は
間

違
い
な
い
。
町
長
喫
茶
室
で
利
用

者
の
生
の
声
を
聞
か
せ
て
頂
き
、

利
用
者
の
福
祉
バ
ス
の
愛
着
を
感

じ
「
継
続
の
判
断
」
を
し
た
。

質問
町
道
松
川
中
子
川
原
線
沿

い
の
、
岩
の
湯
か
ら
万
年

橋
の
杉
の
木
の
伐
採
は
い
つ
頃
に

な
る
の
か
。
中
子
踏
切
付
近
の
石

は
い
つ
頃
整
理
す
る
の
か
。
万
年

橋
付
近
の
固
定
ト
イ
レ
設
置
は
い

つ
頃
に
な
る
の
か
。

答弁
整
備
計
画
に
そ
っ
て
、
杉

の
伐
採
等
の
計
画
を
進
め

る
予
定
。
計
画
策
定
の
進
捗
に

よ
っ
て
は
、
来
年
度
以
降
の
作
業

着
手
に
な
る
も
の
と
考
え
て
い
る
。

ま
た
、
石
に
つ
い
て
は
作
業
着
手

ま
で
に
整
理
す
る
。
ト
イ
レ
に
つ

い
て
は
検
討
し
て
い
る
。

　
全
体
整
備
計
画
策
定
の
ち
、
給

排
水
の
調
査
、
設
計
、
財
源
の
確

保
と
順
を
追
っ
て
進
め
る
。
位
置

は
給
排
水
、
地
形
、
な
ど
制
約
が

あ
る
が
、
設
置
を
考
え
た
い
。

A
全
体
整
備
計
画
を
検
討
中

A
苦
情
は
伺
っ
て
い
な
い

髙
た か

　橋
は し

　政
ま さ

　喜
き

質問
利
用
さ
れ
た
方
か
ら
行
政

に
対
し
苦
情
は
な
い
か
。

答弁
私
自
身
は
苦
情
を
伺
っ
て

い
な
い
。
町
内
会
長
会
議

で
も
苦
情
は
な
い
。

質問
西
口
ロ
ー
タ
リ
ー
の
今
後

の
進
め
方
は
ど
う
な
る
の

か
。

答弁
▼
地
域
整
備
部
長
答
弁

消
雪
パ
イ
プ
を
当
初
の
場

所
に
布
設
で
き
ず
、
他
の
所
に
布

設
が
必
要
と
な
り
、
消
パ
イ
工
事

が
遅
れ
た
。
消
パ
イ
を
使
用
し
て

も
、
雪
が
消
え
る
か
わ
か
ら
ず
、

除
雪
が
想
定
さ
れ
る
。
除
雪
計
画

も
進
め
る
。

Q
万
年
橋
周
辺
整
備
は

Q
越
後
湯
沢
駅
西
口
ロ
ー
タ
リ
ー
整
備
に
苦
情
は
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質問
国
保
の
保
険
税
が
他
の
健

康
保
険
と
比
べ
て
著
し
く

高
い
の
は
、
均
等
割
と
い
う
国
保

特
有
の
保
険
料
算
定
の
仕
方
の
た

め
で
あ
る
。
均
等
割
は
担
税
能
力

の
な
い
生
ま
れ
た
ば
か
り
の
子
ど

も
に
も
一
人
３
万
７
，３
２
０
円

課
せ
ら
れ
て
い
る
。
せ
め
て
子
ど

も
に
か
か
る
税
は
半
額
に
す
る
と

か
し
て
、
国
保
税
を
軽
減
す
べ
き

だ
。答弁

自
治
体
が
独
自
に
均
等
割

を
減
額
す
る
こ
と
は
、
そ

の
分
を
他
の
被
保
険
者
の
税
額
を

上
げ
る
こ
と
に
な
る
。
町
独
自
の

施
策
で
は
な
く
、
法
制
度
の
改
正

に
伴
い
実
施
す
べ
き
も
の
だ
。

質問
国
保
は
社
会
保
障
の
制
度

だ
か
ら
、
国
保
税
の
納
入

や
病
院
窓
口
で
の
支
払
い
に
困
窮

す
る
人
々
へ
の
救
済
措
置
が
法
で

定
め
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
二
つ
の

救
済
措
置
を
町
民
は
な
か
な
か
知

ら
な
か
っ
た
が
、
よ
う
や
く
町
は

今
年
の
３
月
、
広
報
ゆ
ざ
わ
に
載

せ
、
さ
ら
に
国
保
税
の
納
付
書
を

送
付
す
る
際
、
こ
の
二
つ
の
救
済

制
度
を
説
明
し
た
ペ
ー
パ
ー
を
同

封
し
た
。

　
こ
の
二
つ
の
制
度
を
町
民
に
告

知
し
て
半
年
、
こ
の
間
に
ど
れ
ほ

ど
の
相
談
が
あ
り
、
何
件
の
適
用

が
あ
っ
た
か
。

答弁
11
月
末
現
在
で
、
国
保
税

の
減
免
に
つ
い
て
は
１
件
、

一
部
負
担
金
の
減
免
に
つ
い
て
は

申
請
が
な
か
っ
た
。
な
か
な
か
申

請
が
な
い
の
で
、
病
院
の
掲
示
板

に
こ
の
制
度
を
お
知
ら
せ
す
る
ポ

ス
タ
ー
を
貼
っ
て
も
ら
っ
た
。

質問
行
政
と
い
う
の
は
困
っ
て

い
る
と
き
に
は
親
身
に
相

談
に
乗
っ
て
く
れ
る
の
だ
と
い
う

安
心
感
、
信
頼
感
を
町
民
の
中
に

醸
成
す
る
こ
と
が
大
事
だ
。
町
民

福
祉
を
旨
と
し
て
行
な
う
行
政
は
、

こ
う
い
う
目
配
り
が
ほ
し
い
と
思

う
。答弁

困
っ
た
人
々
を
救
済
す
る

制
度
が
あ
る
と
い
う
こ
と

を
発
信
す
る
こ
と
は
町
民
に
安
心

感
、
信
頼
感
を
持
っ
て
も
ら
う
上

で
大
事
な
こ
と
だ
。

法制度の改正を待つ

国民健康保険税の
均等割に配慮を

Q
「
子
ど
も
の
貧
困
対
策
の
推
進
に

関
す
る
法
律
」
へ
の
対
応
は

佐
さ

　藤
と う

　守
も り

　正
ま さ

質問
子
ど
も
の
生
活
実
態
を
掴

む
た
め
の
子
ど
も
の
い
る

全
世
帯
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
、

こ
れ
を
分
析
す
る
こ
と
で
町
の
子

ど
も
た
ち
の
置
か
れ
て
い
る
状
況

が
よ
く
掴
め
る
の
で
は
な
い
か
と

期
待
を
す
る
所
だ
。
そ
の
分
析
の

上
に
立
っ
て
対
策
を
検
討
す
る
と

の
こ
と
で
あ
る
が
、
子
ど
も
の

「
貧
」
へ
の
対
策
だ
け
で
な
く
、

「
困
」
へ
の
目
配
り
も
忘
れ
な
い

で
ほ
し
い
。

答弁
国
の
「
子
ど
も
の
未
来
応

援
交
付
金
事
業
」
が
継
続

す
る
か
ど
う
か
も
確
認
し
な
が
ら
、

そ
の
事
業
の
中
に
ソ
ー
シ
ャ
ル

ワ
ー
カ
ー
の
配
置
を
含
め
る
こ
と

が
で
き
る
か
ど
う
か
検
討
し
た
い
。

病院の掲示板に貼られているポスター
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反省するべきは反省して、
今後に生かしたい

駅周辺の整備事業と
行政サービスの取組について

関
せ き

　　　忠
た だ

　夫
お
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質問
近
年
の
行
政
事
業
は
町
を

良
く
す
る
た
め
公
共
工
事

等
を
実
施
し
、
よ
り
良
い
町
に
す

る
た
め
に
努
力
し
て
お
り
ま
す
が
、

施
設
な
ど
利
用
し
や
す
い
環
境
の

整
備
事
業
を
行
う
中
、
湯
沢
駅
西

口
広
場
の
改
良
工
事
に
つ
い
て
は

不
満
の
声
が
多
数
あ
り
ま
す
。
湯

沢
地
区
以
外
の
人
た
ち
は
不
便
に

な
っ
た
と
話
し
て
お
り
ま
す
。
一

時
駐
車
す
る
場
所
が
な
く
な
り
、

お
客
さ
ま
の
送
迎
は
今
後
ど
の
場

所
に
一
時
駐
車
し
て
良
い
か
と
悩

み
、
大
変
に
な
る
の
で
は
な
い
か

と
話
し
て
お
り
ま
す
。
冬
期
間
は

多
く
の
お
客
さ
ま
を
お
迎
え
す
る

た
め
の
一
般
車
両
を
含
む
送
迎
車

両
が
増
え
、
道
路
が
渋
滞
す
る
の

で
は
な
い
か
と
心
配
も
し
て
お
り

ま
す
。
ど
う
し
て
こ
の
よ
う
な
事

に
な
っ
た
か
、
湯
沢
地
区
以
外
に

住
ん
で
い
る
人
の
意
見
を
聴
い
て

い
な
か
っ
た
事
が
要
因
で
は
な
い

か
と
思
い
ま
す
が
、
町
長
は
ど
の

よ
う
に
思
っ
て
い
る
か
伺
う
。

答弁
送
迎
の
た
め
の
レ
ー
ン
を

確
保
し
て
い
る
の
で
問
題

な
い
が
冬
期
間
は
、
送
迎
を
含
む

車
両
が
多
く
な
る
の
で
改
修
は
ど

の
よ
う
に
な
る
か
検
証
し
て
い
き

た
い
。

質問
議
員
全
員
協
議
会
資
料
に

よ
り
ま
す
と
、
越
後
湯
沢

駅
東
口
広
場
検
討
会
議
の
メ
ン

バ
ー
構
成
の
中
に
は
各
地
域
代
表

町
内
会
が
含
ま
れ
て
お
り
ま
す
が
、

こ
れ
で
間
違
い
で
な
い
か
町
長
に

伺
う
。

答弁
代
表
町
内
会
長
の
事
で
あ

る
。

質問
計
画
検
討
の
進
め
方
に
つ

い
て
は
、
検
討
す
る
に
あ

た
り
各
町
内
会
常
会
で
情
報
提
供

を
し
て
意
見
を
う
か
が
い
提
出
し

て
も
ら
う
よ
う
に
し
て
は
ど
う
か
。

町
長
の
考
え
は
如
何
か
。

答弁
代
表
町
内
会
長
に
は
メ
ン

バ
ー
に
入
っ
て
頂
き
、
会

議
の
内
容
を
各
町
内
会
に
話
し
周

知
し
て
も
ら
う
。

質問
行
政
は
こ
れ
か
ら
も
良
い

町
・
住
み
や
す
い
町
に
す

る
た
め
環
境
整
備
等
の
行
政
サ
ー

ビ
ス
を
実
施
す
る
事
と
思
い
ま
す
。

部
・
課
は
町
民
の
意
見
を
反
映
す

る
た
め
の
調
査
を
行
い
事
業
を
進

め
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
が
、
町

長
の
考
え
を
伺
う
。

答弁
し
っ
か
り
と
受
け
止
め
て

い
き
、
日
頃
か
ら
町
民
の

声
を
聞
く
。

Q
環
境
の
整
備
事
業
に
つ
い
て

Q
各
地
域
代
表
町
内
会
に
つ
い
て

Q
計
画
検
討
の
情
報
提
供
に
つ
い
て

Q
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
実
施
に
つ
い
て

越後湯沢駅東口

越後湯沢駅西口
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Q
来
年
度
予
算
に
お
い
て
の

消
費
税
対
策
に
つ
い
て

質問
西
口
ロ
ー
タ
リ
ー
内
が
渋

滞
し
、
布
場
方
面
か
ら
左

折
し
よ
う
と
す
る
車
と
西
口
ロ
ー

タ
リ
ー
か
ら
布
場
方
面
に
右
折
す

る
車
と
の
混
雑
が
予
想
さ
れ
る
が
、

ど
う
対
処
し
て
い
か
れ
る
の
か
伺

う
。答弁

渋
滞
は
あ
る
と
思
う
が
、

西
口
ロ
ー
タ
リ
ー
を
整
理

し
た
の
で
、
送
迎
の
車
が
ス
ム
ー

ズ
に
運
行
で
き
る
と
思
う
。
冬
期

状
況
を
見
て
対
応
し
て
い
く
。

質問
議
員
全
員
協
議
会
時
に
東

口
ロ
ー
タ
リ
ー
の「
素
案
」

が
出
さ
れ
た
。「
取
扱
注
意
」
と

の
こ
と
で
表
に
出
せ
な
い
が
、 

観

光
立
町
湯
沢
町
を
推
進
し
、
自
ら

「
民
宿
の
お
や
じ
」
と
言
っ
て
い

る
町
長
は
、
あ
の
図
面
が
協
議
会

に
出
さ
れ
る
こ
と
を
事
前
に
認
識

し
て
い
た
の
か
。

答弁
認
識
し
て
い
た
。

質問
東
口
ロ
ー
タ
リ
ー
改
修
は
、

区
画
線
の
引
き
直
し
程
度

に
留
め
る
と
の
こ
と
だ
が
、 

根
本

的
な
改
修
が
必
要
と
考
え
る
が
ど

う
お
考
え
か
。

答弁
協
議
会
で
決
定
し
て
頂
く
。

質問
事
業
計
画
に
あ
た
っ
て
は
、

関
係
機
関
等
と
協
議
し
て

い
く
と
の
こ
と
。
タ
ク
シ
ー
会
社

と
は
相
談
し
た
が
、
な
ぜ
観
光
協

会
と
は
相
談
し
な
い
の
か
。
観
光

協
会
は
、
執
行
部
を
イ
ベ
ン
ト
等

で
出
席
し
て
頂
い
て
い
る
の
は
執

行
部
と
の
親
睦
を
図
る
た
め
だ
。

一
番
使
用
す
る
土
樽
地
区
観
光
協

会
だ
け
で
も
話
を
聞
け
な
か
っ
た

の
か
。
半
日
あ
れ
ば
済
む
話
で
あ

る
。答弁

素
案
で
は
、
タ
ク
シ
ー
の

待
避
場
所
、
昇
降
場
所
が

変
更
す
る
の
で
意
見
を
聞
い
た
。

質問
消
費
税
対
策
は
、
湯
沢
町

の
景
気
判
断
材
料
と
し
て

各
政
策
の
な
か
に
「
Ｋ
Ｐ
Ｉ
」
の

設
定
は
な
く
、
商
工
会
と
連
携
し

て
い
く
こ
と
に
な
る
が
、
ど
の
よ

う
に
し
て
商
工
会
と
連
携
し
て
い

か
れ
る
の
か
伺
い
ま
す
。

答弁
商
工
会
と
情
報
交
換
し
て

対
応
し
て
い
く
。

不評だとは思わない。あくまで
も素案はたたき台の案である

東口ロータリー改修事業の素案は、
西口の不評を鑑みて、配慮に欠けたもの
だとは思わないか

並
な み

　木
き

　利
と し

　彦
ひ こ

質問
童
画
美
術
館

建
設
事
業
は

素
案
が
無
い
。
東
口

ロ
ー
タ
リ
ー
改
修
事

業
に
は
素
案
が
有
る
。

ど
ち
ら
も
大
切
な
事

業
だ
と
思
う
が
。

答弁
童
画
美
術
館

建
設
事
業
と

東
口
ロ
ー
タ
リ
ー
改

修
事
業
は
違
う
。

Q
童
画
美
術
館
に
つ
い
て

西口ロータリーから布場方面への
右折の渋滞状況は

東口ロータリーの改修事業の素案ではあるが？
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湯沢高原㈱から布場の活用に
ついてご提案を頂いている

布場「スキイ場」について
の認識は

宮
み や

　田
た

　眞
ま

理
り

子
こ

布場ゲレンデ
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質問
大
正
時
代
か
ら
「
ス
キ
イ

場
」
で
あ
っ
た
布
場
は
、

川
端
康
成
の
小
説
「
雪
國
」
に
も

で
て
く
る
。
１
０
０
年
以
上
も
湯

沢
町
の
玄
関
口
に
あ
っ
た
「
ス
キ

イ
場
」
で
あ
り
、
雪
国
観
光
の
原

点
で
あ
る
。
歴
史
的
文
化
的
遺
産

と
も
い
え
る
「
雪
國
」
の
「
ス
キ

イ
場
」
を
、
平
成
最
後
の
年
に
無

く
す
と
い
う
事
は
驚
き
で
し
か
な

い
。
布
場
を
湯
沢
高
原
の
赤
字
の

根
源
と
し
た
こ
と
も
納
得
で
き
る

も
の
で
は
な
い
。
９
月
に
布
場
存

続
を
求
め
る
署
名
が
提
出
さ
れ
て

い
る
が
、
町
長
と
し
て
ど
の
様
に

受
け
止
め
、
今
後
の
布
場
を
ど
う

お
考
え
か
。

答弁
署
名
に
つ
い
て
町
で
集
計

確
認
し
た
と
こ
ろ
３
，９

１
６
名
。
内
本
人
署
名
は
１
，８

７
５
名
。
他
人
が
書
い
た
も
の
９

６
５
名
。
一
人
が
複
数
回
書
い
た

も
の
１
０
６
名
。
平
成

24
年
１
月
23
日
に
提
出

さ
れ
た
署
名
の
コ
ピ
ー

９
７
０
名
で
あ
っ
た
。

署
名
に
つ
い
て
は
重
く

受
け
止
め
て
い
る
。

　
11
月
19
日
に
湯
沢
高

原
㈱
か
ら
布
場
の
活
用

に
つ
い
て
ご
提
案
を
頂

い
て
い
る
。
新
た
な
会

社
を
作
り
、
個
人
・
町

と
契
約
し
、
リ
フ
ト
を

新
た
に
建
設
し
布
場
を

運
営
し
た
い
と
い
う
も

の
で
あ
る
。
民
間
企
業

が
運
営
し
て
く
れ
る
の

で
あ
れ
ば
、
可
能
な
限

り
協
力
し
て
い
き
た
い
。

質問
オ
ー
ル
ユ
ー
ス
会
議
の
提

案
を
受
け
て
、
整
備
に
向

け
調
整
中
と
い
う
事
で
あ
っ
た
が
、

そ
の
後
の
進
捗
状
況
は
ど
う
か
。

運
営
の
形
態
と
、
ル
ー
ル
等
も
ど

の
よ
う
な
も
の
か
。

答弁
カ
ル
チ
ャ
ー
セ
ン
タ
ー
内

の
空
き
ス
ペ
ー
ス
を
利
用

し
た
キ
ッ
ズ
ル
ー
ム
を
整
備
す
べ

く
、
建
設
課
と
指
定
管
理
者
の
総

合
管
理
公
社
と
協
議
し
て
い
る
。

一
階
レ
ス
ト
ラ
ン
ス
ペ
ー
ス
・
和

室
を
一
体
的
に
改
修
を
考
え
て
い

る
。
利
用
対
象
は
概
ね
小
学
校
３

年
生
未
満
で
南
魚
沼
市
の
「
ほ
の

ぼ
の
」や
魚
沼
市
の「
か
た
く
り
」

と
の
相
互
利
用
が
で
き
る
よ
う
に

し
た
い
。
親
の
監
督
下
に
お
い
て

利
用
し
て
頂
く
。
た
く
さ
ん
の
方

か
ら
ご
意
見
を
頂
き
、
い
い
も
の

を
作
り
た
い
。

Q
児
童
館
・
交
流
施
設
に
つ
い
て

Q
福
祉
バ
ス
の
今
後
は

質問
湯
沢
地
区
へ
の
福
祉
バ
ス

の
運
行
は
評
価
す
る
。
し

か
し
今
後
の
高
齢
化
を
思
え
ば
更

に
充
実
し
た
バ
ス
運
行
を
目
指
さ

な
く
て
は
な
ら
な
い
。
考
え
は
ど

う
か
。

答弁
既
存
の
３
路
線
に
加
え
湯

沢
地
区
の
福
祉
バ
ス
の
運

行
も
始
め
た
。
週
１
便
で
あ
る
が

現
状
を
維
持
し
て
い
く
。
免
許
を

も
た
な
い
高
齢
者
に
は
路
線
バ
ス

の
活
用
も
不
可
欠
で
あ
り
、
現
在

路
線
バ
ス
事
業
者
と
協
議
を
進
め

て
い
る
。
免
許
を
持
た
な
い
高
齢

者
に
低
料
金
で
利
用
で
き
る
福
祉

乗
車
証
（
仮
称
）
を
検
討
中
、
制

度
設
計
が
固
ま
っ
た
ら
報
告
す
る
。



Q
A

&

� 16� ゆざわまち 議会だより　第132号　平成31年1月27日発行

� 12月定例会 一般質問

質問
行
政
の
事
務
事
業
評
価
か

ら
し
て
、「
リ
フ
ォ
ー
ム

支
援
事
業
」
を
終
了
す
る
つ
も
り

で
あ
れ
ば
、
転
倒
予
防
な
ど
に
配

慮
し
た
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
支
援
事

業
と
し
て
、
あ
ら
た
に
始
め
て
は

ど
う
か
。

　
ま
た
、
リ
フ
ォ
ー
ム
支
援
を
続

け
る
の
で
あ
れ
ば
、
健
康
福
祉
部

で
も
健
康
生
活
相
談
や
指
導
の
中

で
、
転
倒
防
止
リ
フ
ォ
ー
ム
（
段

差
解
消
・
手
す
り
・
セ
ン
サ
ー
ラ

イ
ト
等
）
の
お
勧
め
を
し
て
は
ど

質問
湯
沢
町
の
子
ど
も
は
、
ほ

ぼ
全
員
が
高
校
へ
通
う
が
、

湯
沢
町
に
は
高
校
が
な
い
。
電
車

通
学
と
な
る
が
、
そ
の
電
車
に
連

絡
す
る
バ
ス
が
な
い
。
そ
こ
で
３

年
間
、
駅
ま
で
送
ら
ね
ば
な
ら
な

い
ご
家
庭
が
あ
る
。

　
そ
の
手
間
と
は
い
わ
な
い
。
せ

め
て
片
道
の
燃
料
代
の
一
部
を
助

成
し
て
も
ら
い
た
い
。
こ
の
請
願

は
大
字
三
俣
・
三
国
の
方
々
か
ら

出
さ
れ
た
。
ど
う
対
応
す
る
の
か
。

質問
出
産
直
後
か
ら
父
親
が
家

事
・
子
育
て
を
協
力
し
て

行
う
こ
と
を
奨
励
す
る
制
度
は
有

効
だ
と
考
え
る
。

　
そ
れ
は
、
湯
沢
町
が
若
い
ご
夫

婦
や
子
育
て
家
庭
を
大
切
に
考
え
、

子
ど
も
の
健
全
育
成
を
願
う
町
で

あ
る
こ
と
の
証
し
と
な
り
、
ま
た

他
に
例
を
み
な
い
。

　
勘
違
い
に
よ
る
ヒ
ア
リ
ン
グ
や

無
理
解
に
よ
る
意
見
に
流
さ
れ
て

し
ま
う
の
は
、
い
か
に
も
惜
し
い
。

　
行
政
機
関
と
し
て
、
ぜ
ひ
再
考

願
い
た
い
。

答弁
良
い
こ
と
だ
と
思
う
。
ご

指
摘
も
含
め
て
、
ど
の
よ

う
な
こ
と
が
で
き
る
か
考
え
て
い

き
た
い
。

通学費助成はしない
バス会社と協議する

請願“駅から遠い高校生家庭
への通学費助成”への対応は

岸
き し

　野
の

　雅
ま さ

　人
と

どんなに降っても
吹雪でも、
駅まで送らねば
なりません。

求められているのは
“協議”ではなくて、
“結果（手助け）”です。

Q
父
親
の
家
事
育
児
を
推
奨
す
べ
き

Q
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
支
援
を

う
か
。
町
全
体
の
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル

デ
ザ
イ
ン
化
に
も
通
ず
る
。

答弁
提
案
を
し
っ
か
り
受
け
と

め
な
が
ら
、
リ
フ
ォ
ー
ム

事
業
を
進
め
て
い
き
た
い
。

　
他
に
２
テ
ー
マ
を
質
問

○�

布
場
の
廃
止
は
、
ど
の
よ
う
に

決
ま
っ
た
の
か
。

　

�（
そ
の
後
の
状
況
変
化
に
照
ら

し
て
み
て
）

○�

土
樽
自
然
公
園
以
南
の
利
活
用

を
考
え
よ
う
。

答弁
通
学
費
の
助
成
は
行
わ
な

い
。
通
学
の
電
車
に
間
に

合
う
よ
う
、
バ
ス
の
運
行
時
間
を

変
更
で
き
な
い
か
、
路
線
バ
ス
事

業
者
と
協
議
中
。
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来年度の税収見込み、予算規模、
重点施策、新規事業の町長の考えは

角
す み

　谷
や

　　　勉
つとむ
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Q
予
算
編
成
過
程
の

見
え
る
化
に
つ
い
て

Q
高
齢
者
の
移
動
手
段
の

検
討
の
場
を
設
け
よ

Q
職
務
遂
行
上
の
リ
ス
ク
を
回
避
し
、

安
心
し
て
働
き
や
す
い
環
境
の
実
現
を

質問
税
収
の
減
少
・
少
子
高
齢

化
等
に
よ
り
新
た
な
住
民

サ
ー
ビ
ス
を
行
う
場
合
、
財
源
は

他
の
住
民
サ
ー
ビ
ス
を
縮
小
せ
ざ

る
を
得
な
い
。

　
予
算
に
な
る
と
、職
員
か
ら「
予

算
を
削
る
の
は
納
得
で
き
な
い
」、

議
会
で
は
「
予
算
の
削
減
は
認
め

ら
れ
な
い
」、住
民
か
ら
は
「
サ
ー

ビ
ス
が
減
る
の
は
受
け
入
れ
ら
れ

な
い
」
な
ど
の
声
が
あ
が
る
。

　
行
財
政
改
革
は
住
民
サ
ー
ビ
ス

の
切
り
捨
て
で
は
な
く
、
変
動
す

る
歳
入
に
対
応
し
て
歳
入
の
身
の

丈
に
あ
わ
せ
た
住
民
サ
ー
ビ
ス
を

最
適
化
す
る
こ
と
で
あ
る
。

　
町
の
課
題
や
将
来
の
リ
ス
ク
を

情
報
公
開
し
、
町
民
に
負
担
増
な

ど
の
将
来
リ
ス
ク
が
理
解
さ
れ
れ

ば
住
民
サ
ー
ビ
ス
は
歳
入
の
身
の

丈
に
あ
わ
せ
た
も
の
と
な
る
。

　
納
税
者
の
町
民
は
予
算
編
成
方

針
も
、
予
算
の
編
成
過
程
も
、
予

算
の
内
容
も
、
決
定
す
る
ま
で
わ

か
ら
な
い
。

　
湯
沢
町
の
将
来
は
行
政
と
議
員

に
だ
け
負
わ
さ
れ
た
責
任
で
は
な

く
、
現
在
の
町
民
は
将
来
の
町
民

に
、
納
税
者
で
あ
る
大
人
は
将
来

の
納
税
者
で
あ
る
子
ど
も
た
ち
に

対
し
て
責
任
が
あ
る
。

質問
湯
沢
町
は
10
年
程
で
2
人

に
1
人
が
65
歳
以
上
に
な

る
。
高
齢
者
の
日
常
生
活
の
確
保

に
移
動
手
段
は
不
可
欠
で
あ
る
。

　
町
だ
け
で
決
め
ず
、
町
民
・
事

業
者
・
福
祉
関
係
者
等
で
検
討
す

る
場
を
設
け
る
べ
き
で
は
な
い
。

答弁
様
々
な
声
を
聞
い
て
い
る

が
さ
ら
に
検
討
す
る
。

質問
限
ら
れ
た
人
員
で
業
務
を

遂
行
す
る
中
で
不
適
切
な

事
象
が
発
生
し
て
い
る
。

　
内
部
統
制
の
整
備
を
推
進
し
、

各
部
の
リ
ス
ク
を
認
識
し
た
う
え

で
組
織
の
あ
り
方
、
権
限
委
譲
、

人
員
配
置
に
取
り
組
む
べ
き
で
は

な
い
か
。

答弁
長
と
し
て
し
っ
か
り
受
け

止
め
て
検
討
す
る
。

　
行
政
・
議
会
・
町
民
が
協
働
で

ま
ち
づ
く
り
を
す
る
た
め
に
も
予

算
編
成
過
程
の
見
え
る
化
を
推
進

す
べ
き
で
は
。

答弁
議
会
や
町
民
の
声
を
も
と

に
進
め
て
き
て
い
る
が
財

政
や
予
算
の
見
え
る
化
を
進
め
て

い
く
。
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A
厳
し
い
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
積
み

調
整
を
し
て
い
る

質問
湯
沢
町
は
約
８
割
が
森
林

で
す
。
そ
の
森
林
の
整
備

が
最
近
お
ろ
そ
か
に
な
っ
て
い
ま

す
。

　
災
害
の
時
、
流
木
に
よ
る
被
害

が
甚
大
で
は
。

答弁
砂
防
堰
堤
に
つ
い
て
も
、

国
・
県
と
協
力
し
て
整
備

を
進
め
て
い
く
。

　
森
林
の
整
備
は
、
民
間
と
も
一

緒
に
進
め
て
い
く
。

質問
山
の
所
有
区
画
が
明
治
時

代
の
構
成
図
し
か
な
く
、

区
画
が
分
か
ら
な
く
な
っ
て
い
る

と
聞
き
ま
す
が
、
湯
沢
町
は
ど
う

な
っ
て
い
る
の
か
。

答弁
町
の
山
の
大
部
分
の
所
有

区
画
が
確
定
し
て
い
な
い
。

平
場
の
国
調
が
終
わ
り
し
だ
い
山

林
に
入
る
。

質問
平
成
31
年
度
よ
り
森
林
環

境
譲
与
税
が
施
行
さ
れ
ま

す
が
、
こ
れ
を
機
に
町
も
森
林
の

整
備
に
も
っ
と
力
を
入
れ
て
は
。

答弁
実
態
把
握
を
最
初
に
行
い

た
い
。
初
年
度
は
約
２
８

６
万
円
が
配
分
に
な
る
。

　
隣
地
台
帳
の
整
備
、
所
有
者
の

確
定
が
必
要
で
あ
る
。

質問
来
年
２
月
４
日
か
ら
い
よ

い
よ
全
中
が
始
ま
る
が
、

大
会
の
準
備
、
そ
し
て
選
手
強
化

は
ど
の
様
に
進
ん
で
い
る
の
か
。

答弁
大
会
の
準
備
は
順
調
に
進

ん
で
い
る
。
選
手
強
化
は

県
合
宿
等
を
中
心
に
、
軽
井
沢
・

富
良
野
等
で
合
宿
を
行
っ
て
い
る
。

順
調
に
進
ん
で
い
る
と
聞
い
て
い

る
。質問

今
年
の
全
中
は
地
元
開
催

枠
等
が
あ
り
、
男
子
15
名

女
子
10
名
の
新
潟
県
枠
が
あ
り
ま

す
。
湯
中
の
選
手
が
全
員
出
場
で

き
る
よ
う
に
頑
張
っ
て
ほ
し
い
が
。

答弁
地
元
開
催
で
も
あ
り
、
ス

キ
ー
部
員
全
員
が
出
場
で

き
る
様
、
学
園
あ
げ
て
取
り
組
み
、

全
員
出
場
を
目
指
す
。

質問
大
会
等
が
あ
る
と
出
場
で

き
る
選
手
を
連
れ
て
先

生
・
コ
ー
チ
は
全
国
を
ま
わ
り
ま

す
が
、
残
留
部
隊
の
指
導
は
ど
の

よ
う
に
な
っ
て
い
る
の
か
。

答弁
残
留
部
隊
の
強
化
が
お
ろ

そ
か
に
な
ら
な
い
様
に
、

学
校
・
育
成
会
と
連
絡
取
り
合
い

配
慮
し
て
い
く
。
再
度
、
検
討
す

る
。

補助金等を活用して整備する

森林の整備に力を入れては
白
し ら

　井
い

　孝
た か

　雄
お

Q
全
国
中
学
校
ス
キ
ー
大
会
で
の

湯
沢
中
学
校
の
選
手
の
活
躍
が

期
待
さ
れ
る
が

一之沢林道

一之沢林道
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　田
た

　　　保
たもつ

危険個所については、
調査してしっかり対応したい

ドラゴンドラのアクセス道路「町道赤
湯線」全線拡幅整備の早期完了を

19� ゆざわまち 議会だより　第132号　平成31年1月27日発行�

12月定例会 一般質問�

質問
秋
観
光
の
メ
ー
ン
と
な
っ

た
苗
場
の
ド
ラ
ゴ
ン
ド
ラ

は
、
紅
葉
シ
ー
ズ
ン
に
は
、
悪
天

候
の
日
で
も
連
日
多
く
の
観
光
客

が
訪
れ
、
紅
葉
の
絶
景
に
多
く
の

人
達
が
感
動
し
て
い
た
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
苗
場
ス
キ
ー

場
か
ら
ド
ラ
ゴ
ン
ド
ラ
乗
り
場
ま

で
の
ア
ク
セ
ス
道
路
町
道
赤
湯
線

は
、
大
型
バ
ス
と
車
両
が
す
れ
違

い
で
き
な
い
よ
う
な
危
険
個
所
が

残
っ
て
い
て
、
観
光
客
に
大
変
な

不
便
を
か
け
て
い
る
。

　
特
に
高
齢
者
や
家
族
連
れ
に
も

優
し
い
、
安
心
安
全
の
環
境
を
提

供
す
る
た
め
に
も
、
来
年
度
シ
ー

ズ
ン
前
に
は
町
道
赤
湯
線
の
全
線

拡
幅
、
整
備
を
完
了
す
る
こ
と
が

必
要
で
あ
る
。

答弁
赤
湯
線
拡
幅
は
、
平
成
27

年
度
か
ら
工
事
を
実
施
し

て
い
て
、
中
越
森
林
管
理
署
、
新

潟
県
と
協
議
を
行
い
、
必
要
最
低

限
の
整
備
が
了
承
さ
れ
て
い
る
。

全
線
の
改
良
は
地
形
的
な
状
況
か

ら
多
額
の
費
用
が
必
要
と
な
り
難

し
い
。
現
在
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
の
運

行
に
は
支
障
が
な
い
よ
う
で
あ
る

が
、
調
査
し
て
危
険
個
所
に
つ
い

て
は
し
っ
か
り
と
し
た
対
応
を
行

い
た
い
。

質問
所
有
者
か
ら
町
に
寄
贈
を

受
け
、
8
月
25
日
に
オ
ー

プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー
が
開
催
さ

れ
、
湯
沢
町
の
運
営
管

理
が
ス
タ
ー
ト
し
た
新

潟
県
指
定
文
化
財
脇
本

陣
「
池
田
家
」
は
、
３

０
０
年
に
わ
た
り
池
田

家
が
管
理
を
続
け
、
こ

の
度
、「
三
俣
地
区
の

観
光
振
興
と
歴
史
文
化

を
生
か
し
た
地
域
づ
く

り
に
活
用
し
、
地
域
の

発
展
に
つ
な
げ
て
ほ
し

い
」
と
し
て
、
戊
辰
戦

争
１
５
０
年
、
三
俣
大

火
１
７
０
年
、
三
俣
大

雪
崩
か
ら
１
０
０
年
と

節
目
の
年
に
手
を
離
れ
る
こ
と
に

な
り
、
旧
所
有
者
に
と
っ
て
感
慨

深
い
も
の
が
あ
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

　
寄
贈
者
の
想
い
を
受
け
て
の
施

設
活
用
の
現
状
と
今
後
の
活
用
方

針
は
。

答弁
寄
贈
を
受
け
た
後
、
新
潟

県
の
担
当
部
局
と
協
議
を

重
ね
、
ト
イ
レ
等
の
施
設
改
修
工

事
を
行
い
、
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ

モ
ニ
ー
後
は
近
隣
の
方
に
委
託
し

て
来
場
者
の
対
応
を
し
た
。

　
今
後
も
地
域
や
関
係
者
と
連
携

し
て
、
観
光
振
興
と
歴
史
文
化
を

活
か
し
た
地
域
づ
く
り
に
活
用
し

た
い
。

A
観
光
振
興
と
歴
史
文
化
を
活
か
し
た

地
域
づ
く
り
に
活
用
す
る
た
め
、

地
域
や
関
係
機
関
と
連
携
し
て

取
り
組
む

Q
寄
贈
を
受
け
た

新
潟
県
指
定
文
化
財
「
池
田
家
」
の

現
状
と
今
後
の
活
用
方
針
は

赤場林道

　池田屋で開催されたイベント
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質問
３
県
７
市
町
村
で
組
織
す

る
雪
国
観
光
圏
が
、
先
駆

的
な
観
光
振
興
に
取
り
組
む
団
体

と
し
て
、
官
民
一
体
で
観
光
地
づ

く
り
を
進
め
る
「
Ｄ
Ｍ
Ｏ
」
の
先

駆
け
と
し
て
評
価
さ
れ
「
第
４
回

ジ
ャ
パ
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム
ア
ワ
ー

ド
」
で
最
高
位
の
大
賞
に
選
ば
れ

た
。

　
雪
国
観
光
圏
は
全
国
の
ト
ッ
プ

ラ
ン
ナ
ー
と
評
価
さ
れ
な
が
ら
、

地
域
で
の
理
解
が
あ
ま
り
進
ん
で

い
な
い
。
町
長
が
会
長
を
務
め
る

「
雪
国
観
光
圏
推
進
協
議
会
」
が

そ
の
役
割
を
担
っ
て
い
る
と
思
う

が
。

質問
現
状
の
役
場
職
員
の
職
員

力
に
対
し
て
、
町
長
は
ど

の
よ
う
な
認
識
を
持
た
れ
て
部
長

制
度
を
継
続
し
よ
う
と
し
て
い
る

の
か
。
部
長
制
度
が
組
織
の
中
で

現
場
戦
力
と
し
て
の
機
能
の
弱
体

化
を
生
み
、
役
場
組
織
の
活
性
化

の
妨
げ
に
な
っ
て
い
る
こ
と
が
危

惧
さ
れ
る
。
町
政
運
営
に
お
け
る

部
長
制
度
の
メ
リ
ッ
ト
、
デ
メ

リ
ッ
ト
を
明
確
に
示
し
て
、
課
長

制
度
に
戻
す
こ
と
も
視
野
に
入
れ

た
組
織
改
革
に
取
り
組
む
こ
と
が

必
要
と
思
う
が
。

答弁
役
場
職
員
の
職
員
力
に
つ

い
て
は
、
他
の
自
治
体
と

比
較
し
て
勝
る
と
も
劣
ら
な
い
と

考
え
て
い
る
。
ど
の
よ
う
な
組
織

に
も
メ
リ
ッ
ト
、
デ
メ
リ
ッ
ト
は

あ
る
が
、
両
面
を
よ
く
見
極
め
現

時
点
で
の
組
織
の
変
更
は
考
え
て

い
な
い
。

雪国観光圏の情報が
身近にあふれるように取り組む

ジャパンツーリズムアワード大賞を
受賞した雪国観光圏の地域理解を

南
な

　雲
ぐ も

　　　正
ただし

質問
永
年
の
要
望
で
あ
っ
た
森
林
環
境
税
が
創

設
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　
２
０
１
９
年
度
か
ら
森
林
環
境
譲
与
税
が
町
に

譲
与
さ
れ
、
国
民
一
人
当
た
り
年
額
１
，０
０
０

円
の
森
林
環
境
税
は
５
年
後
の
２
０
２
４
年
度
か

ら
課
税
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
。

　
こ
の
制
度
を
生
か
す
た
め
に
は
、
使
途
等
に
つ

い
て
の
準
備
を
整
え
て
お
く
必
要
が
あ
る
。

A
本
来
の
趣
旨
に
沿
っ
た
事
業
を
実
施
す
る

A
役
場
職
員
の
職
員
力
は
優
れ
て
い
る
、

組
織
機
構
の
大
幅
な
変
更
は
考
え
て
い
な
い

Q
来
年
度
創
設
さ
れ
る
森
林
環
境
税
へ
の
対
応
は

Q
小
規
模
町
村
に
お
け
る
部
長
制
度
は
本
当
に
必
要
か

答弁
２
０
１
９
年
度
に
配
分
さ

れ
る
森
林
環
境
譲
与
税
の

使
途
は
、
林
地
台
帳
の
整
備
と
し

て
森
林
Ｇ
Ｉ
Ｓ
の
導
入
と
２
０
２

０
年
度
以
降
の
事
業
実
施
の
た
め

に
基
金
へ
の
積
み
立
て
を
想
定
し

て
い
る
。

全国から評価されている
雪国観光圏

答弁
観
光
圏
の
役
割
か
ら
事
業
ま
で
広
報
ゆ
ざ
わ

で
分
か
り
や
す
く
連
載
、
地
区
観
光
協
会
会

議
で
の
よ
り
踏
み
込
ん
だ
説
明
、
プ
レ
ス
リ
リ
ー
ス

に
よ
る
報
道
機
関
を
通
じ
た
情
報
発
信
な
ど
、
雪
国

観
光
圏
の
情
報
が
身
近
に
溢
れ
る
よ
う
に
取
り
組
む
。
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閉
会
中
の
常
任
委
員
会
調
査

総
務
文
教
常
任
委
員
会

10
月
31
日
㈬�

▼��

緊
急
防
災
ラ
ジ
オ
貸
与
の
状
況

　

�　
10
月
末
で
貸
与
数
は
１
，１
８
９
台
、

電
波
の
不
具
合
は
役
場
で
対
応
す
る
。

今
後
も
周
知
に
努
め
る
。

　

�

Q

想
定
台
数
は
い
く
つ
か
。

　

�

A

３
，０
０
０
台
購
入
。

▼�

「
童
画
美
術
館
建
設
」
の
計
画

　

�　
９
月
に
意
見
公
聴
会
の
報
告
を
し
た

が
、そ
の
後
、意
見
募
集
を
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
と
広
報
に
掲
載
し
た
。

　
　
結
果
は
12
月
に
報
告
す
る
。

　
〈
管
内
視
察
〉　

・
湯
沢
消
防
署
の
新
訓
練
塔
を
視
察

生
活
福
祉
常
任
委
員
会

10
月
31
日
㈬�

▼��

う
お
ぬ
ま
・
米
ね
っ
と
の
シ
ス
テ
ム

更
新

　

�　
介
護
施
設
と
の
連
携
、
遠
隔
シ
ス
テ

ム
等
を
取
り
入
れ
２
０
１
９
年
に
シ
ス

テ
ム
の
更
新
を
予
定
。

　

�

Q

米
ね
っ
と
の
利
点
は
。

産
業
建
設
常
任
委
員
会

11
月
26
日
㈪�

▼��

地
域
整
備
部
事
業
の
進
捗
状
況

　

�

Q

湯
沢
駅
西
口
は
３
月
末
ま
で
誘
導

員
を
お
く
と
の
こ
と
だ
が
夜
は
不
在
で

あ
る
。
現
在
、
夜
間
の
駐
車
車
両
が
多

く
送
迎
に
支
障
を
き
た
す
。
町
・
議

会
・
町
民
で
利
用
の
ル
ー
ル
を
検
討
す

べ
き
で
は
。
隣
接
市
・
町
に
も
働
き
か

け
が
必
要
で
は
な
い
か
。

　

�

A

広
報
で
周
知
し
看
板
も
設
置
す
る
。

隣
接
市
・
町
に
も
協
力
を
要
請
す
る
。

　

�

Q

西
口
足
湯
工
事
は
中
止
で
あ
る
が

配
管
工
事
は
ど
う
な
っ
て
る
か
。

　

�

A

配
管
工
事
は
完
了
し
て
い
る
。

　

�

Q

1
月
か
ら
3
月
末
ま
で
の
誘
導
員

は
本
来
必
要
の
な
い
予
算
で
あ
る
。
次

年
度
以
降
も
続
け
る
の
か
。

　

�

A

次
年
度
の
工
事
時
の
警
備
、
誘
導

員
は
お
く
。
そ
れ
以
外
は
予
定
し
て
い

な
い
。

　
�

Q

穴
沢
河
川
公
園
の
ト
イ
レ
は
紅
葉

客
が
い
る
の
に
閉
鎖
さ
れ
た
。
開
設
要

望
の
声
が
多
い
が
。

　

�

A

凍
結
に
よ
る
破
損
防
止
の
た
め
閉

鎖
し
た
。

▼��

湯
沢
町
観
光
協
会
と
の
意
見
交
換

　

�

Q

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
観
光
客
の
災
害
対

策
を
町
の
防
災
計
画
に
入
れ
る
べ
き
で

　

�

A

情
報
を
共
有
で
き
る
の
で
検
査
の

重
複
な
ど
な
く
な
る
。

▼��

湯
沢
地
区
へ
の
福
祉
バ
ス
運
行

　

�　
路
線
バ
ス
が
運
行
し
て
い
な
い
湯
沢

地
区
に
福
祉
バ
ス
を
11
月
6
日
か
ら
運

行
す
る
。
対
象
者
は
湯
沢
に
住
所
が
あ

る
65
歳
以
上
の
高
齢
者
及
び
障
が
い
者
。

予
算
は
５
万
４
，０
０
０
円
で
あ
る
。

　

�
Q

既
存
の
福
祉
バ
ス
を
や
め
な
い
で

ほ
し
い
と
い
う
声
が
あ
る
。
新
た
な
福

祉
バ
ス
は
復
路
の
利
用
は
あ
る
の
か
。

　

�

A

利
用
さ
れ
て
い
る
。

　

�

Q

新
た
な
福
祉
バ
ス
は
利
用
が
な
く

と
も
継
続
す
る
の
か
。

　

�

A

利
用
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
時
間

帯
等
を
検
討
す
る
。

　
〈
管
内
視
察
〉　

・�

健
康
倶
楽
部
ゆ
ざ
わ
・
グ
ル
ー
プ
ホ
ー

ム
雪
割
草
（
苗
場
福
祉
会
）

・
ゆ
の
さ
と
園　
（
南
魚
沼
福
祉
会
）

は
な
い
か
。

　

�

A

外
国
人
の
災
害
誘
導
は
多
言
語
が

必
要
で
問
題
が
多
く
研
究
が
必
要
だ
。

　

�

Q

全
町
リ
フ
ト
共
通
券
の
販
売
は
。

　

�

A

目
標
な
の
で
今
後
も
取
り
組
む

　

�

Q

温
泉
通
り
に
お
客
様
が
い
な
い
。

対
策
は
。

　

�

A

地
域
の
地
道
な
努
力
が
必
要
な
時

期
で
は
な
い
か
。

▼�

農
業
委
員
会
と
の
意
見
交
換
会

　

�

Q

出
荷
し
な
い
農
家
は
農
業
機
械
は

高
く
て
買
え
な
い
し
、
肥
料
も
高
く
継

続
が
難
し
い
。

　

�

A

作
業
受
託
制
度
の
利
用
で
負
担
の

軽
減
が
図
れ
る
。

　
〈
管
外
視
察
〉　

・
11
月
６
日
（
火
）　
「
エ
コ
パ
ー
ク
い
ず

も
ざ
き
」（
出
雲
崎
町
）・「
お
も
て
な
し

広
場
」（
弥
彦
村
）

おもてなし広場（弥彦村）
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新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。

　

平
成
の
12
月
は
最
後
と
な
り
ま
す
。

新
し
い
元
号
は
ど
う
な
る
の
か
、
心

待
ち
で
す
ね
。

　

12
月
定
例
会
は
６
日
に
招
集
さ
れ

ま
し
た
。

　

12
月
、
議
会
だ
よ
り
、
の
表
紙
は

「
ボ
ッ
チ
ャ
」
を
取
り
上
げ
て
み
ま
し

た
。
障
が
い
を
お
持
ち
の
方
、
若
者
、

高
齢
者
の
男
女
の
皆
さ
ん
、
ま
た
審

判
指
導
を
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
様
か

ら
協
力
し
て
い
た
だ
き
、
約
２
時
間

ほ
ど
楽
し
い
時
間
を
過
ご
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　

議
会
で
は
一
般
質
問
は
12
名
全
員

が
行
い
ま
し
た
。
議
案
15
本
、
報
告

３
本
、
発
議
１
本
、
請
願
２
本
を
審

査
し
、
12
月
14
日
無
事
終
了
し
ま
し

た
。
今
後
も
、
議
会
だ
よ
り
を
一
読

い
た
だ
け
ま
す
よ
う
に
日
々
努
力
し

て
ま
い
り
ま
す
。

�

編
集
委
員　

髙
橋
政
喜　
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議
会
だ
よ
り

ゆ
ざ
わ
ま
ち

編
集
後
記

議
会
広
報
常
任
委
員
会

　
委
員
長
　
髙
橋
五
輪
夫

　
副
委
員
長
　
並
木
利
彦

　
委
　
　
員
　
白
井
孝
雄

　
　
　
　
　
　
角
谷
　
勉

　
　
　
　
　
　
岸
野
雅
人

　
　
　
　
　
　
髙
橋
政
喜

ご意見を
お寄せ
ください

本議会の
内容を確認
できます

湯沢町議会は、
みなさまからのご意見・
ご提案をお待ちして
おります。

本会議の内容を
インターネットとラジオで
確認できます。

インターネットにより本会議の
動画配信を行っています。

一般質問は、FMゆきぐにによる
音声配信をしています。

お寄せいただいたご意見は、今後の議会
だよりづくりの参考にさせていただきます。
宛先  湯沢町議会事務局
郵送  〒949-6192 湯沢町大字神立300番地
FAX  025-784-3510
Eメール  gikai@town.yuzawa.lg.jp
      http://www.facebook.com/yuzawamachi.gikai/

◦ご意見は300字程度にまとめてお送りください。
◦�ご住所、氏名（実名）、年齢、性別、電話番号
を明記してください。
◦�お寄せいただいたご意見・個人情報は議会内で
厳重に管理し、目的以外での使用は致しません。
◦�ご意見の内容にかかわらず個々の回答は控えさ
せていただきます。

❶ 湯沢町ホームページから
❷ 町議会情報を選択
❸ 議会インターネット映像配信を選択
❹ 目次から、日付を選択してください。
※�スマホから動画を見られない方は、Chrome
をご使用ください。

フェイスブックにより議会の活動報告を行ってい
ます。インターネット回線を使い、会員登録する
ことで議会での動きが何時でも確認できます。

議員と「まちづくり」について意見交換しませんか

出張意見交換会
お申し込み

お問い合せ先

湯沢町議会事務局
〒949-6194 南魚沼郡湯沢町大字神立300番地
TEL.025-784-3115  FAX.025-784-3510
Eメール gikai@town.yuzawa.lg.jp

　湯沢町議会は、議会運営および議員の活動に関す
る基本事項を定めた「湯沢町議会基本条例」を平成
27年の4月に制定しました。

◆議会基本条例　5条 ｰ 2より
　「議員は地域、組織、団体等町民との意見
交換の場へ積極的に参加し、また場を設けて
広く意見を聴き、政策立案強化を図る責務を
有する」
　これに基づき、議会との意見交換会を希望するグ
ループ・団体のみなさまのところへお伺いします。

町内において活動するグループ・団体でおお
むね10名以上の会合等。
申込書に必要事項を記入し、湯沢町議会事務
局へご持参いただくか、FAXで送信またはご
郵送ください。Eメールで必要事項を送信して
いただいても受け付けます。
申し込み受け付け後、担当の委員会で検討し
た上で、開催可否を決定し、
ご連絡いたします。
※申込書は、議会事務局に
　置いてあります。

対象

申込
方法


